
こ
の
た
め
、
Ｅ
Ｖ
導
入
を
は
じ

め
と
し
た
最
新
の
配
送
環
境
を
整

え
る
。
現
状
で
は
首
都
圏
に
と
ど

ま
る
配
送
受
託
エ
リ
ア
を
順
次
、

全
国
に
広
げ
る
計
画
と
い
う
。

を
立
ち
上
げ
、
軽
貨
物
車
の
リ
ー

ス
販
売
を
開
始
し
た
。
こ
う
し
た

中
、
小
口
配
送
の
さ
ら
な
る
成
長

に
商
機
を
見
出
し
、
自
ら
物
流
事

業
を
手
が
け
る
こ
と
に
し
た
。
物

流
事
業
者
が
抱
え
る
ド
ラ
イ
バ
ー

不
足
や
温
暖
化
ガ
ス
削
減
と
い
っ

た
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
の
解
決
を
、

同
社
が
配
送
受
託
を
通
じ
て
支
援

で
き
る
こ
と
を
提
案
し
、
ビ
ジ
ネ

ス
獲
得
に
つ
な
げ
る
。

台
に
増
車
す
る
計
画
。
電
気
自
動

車
（
Ｅ
Ｖ
）
を
積
極
導
入
し
、
温

暖
化
ガ
ス
排
出
の
削
減
効
果
を
訴

え
受
託
拡
大
を
目
指
す
。
同
時
に

運
送
事
業
者
の
買
収
を
進
め
な
が

ら
業
容
を
広
げ
、
物
流
を
新
た
な

経
営
の
柱
に
育
成
す
る
。

同
社
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通

販
の
利
用
増
に
伴
う
小
口
配
送
の

ニ
ー
ズ
拡
大
を
に
ら
み
、
４
月
に

「
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
事
業
部
」

自
動
車
関
連
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
な
ど
を
展
開
す
る
Ｄ
＆
Ｄ
マ

ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
（
村
脇
学
社
長
、

東
京
都
中
央
区
）
は
、
物
流
事
業

に
参
入
し
た
。
都
内
運
送
事
業
者

を
買
収
し
今
月
、
軽
貨
物
車
を
使

用
し
た
小
口
配
送
を
開
始
し
た
。

当
面
は
車
両
50
台
で
、
主
に
日
本

郵
政
か
ら
受
託
し
た
宅
配
便
を
首

都
圏
で
配
達
す
る
。
車
両
は
年
内

１
０
０
台
、
来
年
中
に
は
２
０
０

と
り
ま
と
め
を
公
表
す
る
方
針
。

環
境
省
は
「
カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
シ

ン
グ
の
活
用
に
関
す
る
小
委
員

会
」
で
詰
め
た
内
容
を
精
査
し
、

次
回
の
小
委
員
会
で
中
間
整
理
案

を
提
示
す
る
計
画
。
経
産
省
も
次

回
の
研
究
会
で
中
間
整
理
案
を
取

り
上
げ
る
。
両
省
は
こ
れ
ら
を
踏

ま
え
、
年
内
に
政
府
と
し
て
Ｃ
Ｐ

の
方
向
性
を
示
す
方
針
だ
。

な
取
り
組
み
評
価
す
る
新
た
な
枠

組
み
「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

ト
ッ
プ
リ
ー
グ
（
仮
称
）
」
の
新

設
も
提
案
し
た
。
50
年
の
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
達
成
に
向
け

て
、
「
気
候
関
連
財
務
情
報
開
示

タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
（
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ)｣

や
「
Ｒ
Ｅ
１
０
０
（
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
１
０
０
％
）
」
な
ど
を

宣
言
す
る
企
業
が
増
え
て
い
る
。

こ
う
し
た
企
業
群
の
取
り
組
み
を

集
め
て
政
府
が
公
表
し
、
各
社
の

社
会
的
評
価
を
高
め
て
い
く
。
企

業
に
は
、
自
社
の
価
値
向
上
で
資

金
調
達
や
優
秀
な
人
材
の
確
保
に

つ
な
が
る
こ
と
が
メ
リ
ッ
ト
に
な

る
。
さ
ら
に
、
政
府
は
優
秀
企
業

へ
の
支
援
も
検
討
す
る
。

中
間
整
理
は
、
今
夏
を
め
ど
に

ら
、
そ
の
動
き
に
対
応
で
き
る
取

引
の
場
を
設
け
て
い
く
。
今
後
は

取
引
制
度
の
標
準
化
を
進
め
、
新

市
場
で
円
滑
に
取
り
扱
え
る
環
境

を
整
備
す
る
方
針
だ
。

ま
た
、
同
研
究
会
で
事
務
局

は
、
脱
炭
素
化
で
企
業
の
先
進
的

や
「
二
国
間
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度

（
Ｊ
Ｃ
Ｍ
）
」
、
「
再
エ
ネ
価
値

取
引
市
場
」
な
ど
が
あ
る
た
め
、

新
市
場
は
こ
れ
ら
を
リ
ン
ク
し
た

仕
組
み
と
す
る
考
え
だ
。

今
後
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
取
引
ニ

ー
ズ
急
増
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か

新
た
な
取
引
市
場
づ
く
り
の
構

想
は
、
経
産
省
の
「
世
界
全
体
で

の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現

の
た
め
の
経
済
的
手
法
等
の
あ
り

方
に
関
す
る
研
究
会
」
で
事
務
局

案
と
し
て
提
示
さ
れ
た
。
す
で
に

国
内
に
は
「
Ｊ
－
ク
レ
ジ
ッ
ト
」

迂
回
（
う
か
い
）
運
行
し
た
。

伊
豆
箱
根
バ
ス
は
、
Ｊ
Ｒ
熱
海

駅
発
着
の
路
線
バ
ス
全
線
で
運
行

を
見
合
わ
せ
た
。
６
日
以
降
も
安

全
が
確
認
で
き
る
ま
で
運
休
す

る
。
沼
津
・
三
島
エ
リ
ア
で
も
、

橋
の
損
壊
で
経
路
を
変
更
し
た
。

神
奈
川
県
箱
根
町
で
は
通
行
止
め

が
発
生
し
た
た
め
、
一
部
路
線
を

迂
回
運
行
し
た
。

神
奈
川
中
央
交
通
は
、
長
瀬
バ

ス
停
（
同
平
塚
市
）
付
近
で
の
土

手
崩
落
の
影
響
で
、
同
バ
ス
停
の

使
用
を
当
面
休
止
す
る
と
発
表
し

た
。
各
事
業
者
は
、
最
新
の
運
行

情
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
発
信
し

て
利
用
者
に
注
意
を
呼
び
掛
け
て

い
る
。

静
岡
・
神
奈
川
を
襲
っ
た
記
録

的
な
大
雨
の
影
響
で
、
各
地
の
バ

ス
事
業
者
は
５
日
、
運
休
や
経
路

変
更
な
ど
の
緊
急
対
応
に
追
わ
れ

た
。
特
に
大
規
模
な
土
石
流
被
害

に
見
舞
わ
れ
た
静
岡
県
熱
海
市
内

で
は
、
路
線
バ
ス
網
が
終
日
ま
ひ

し
た
。

東
海
バ
ス
は
、
熱
海
市
内
３
路

線
が
土
砂
崩
れ
の
た
め
当
面
運
休

す
る
と
発
表
し
た
。
そ
の
他
路
線

も
土
砂
災
害
警
戒
「
レ
ベ
ル
５
」

が
発
令
さ
れ
た
た
め
、
名
所
め
ぐ

り
バ
ス
「
湯
～
遊
～
バ
ス
」
を
含

め
全
線
で
終
日
運
休
。
熱
海
営
業

所
の
窓
口
業
務
は
臨
時
休
業
し

た
。
同
沼
津
市
、
三
島
市
で
は
、

黄
瀬
川
大
橋
の
損
壊
で
２
路
線
を

終
値
は
公
開
価
格
を
１
％
上
回
る

14
・
14
米
㌦
で
引
け
た
。
時
価
総

額
は
終
値
ベ
ー
ス
で
６
７
７
億
９

千
万
米
㌦
と
な
っ
た
。

調
達
資
金
は
海
外
市
場
の
業
務

拡
大
に
30
％
、
配
車
サ
ー
ビ
ス
・

電
気
自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）
・
自
動
運

転
の
技
術
向
上
に
30
％
、
新
製
品

投
入
や
既
存
サ
ー
ビ
ス
の
ア
ッ
プ

グ
レ
ー
ド
な
ど
に
20
％
を
充
て
る

計
画
だ
。

滴
滴
出
行
の
今
年
３
月
末
時
点

の
年
間
ア
ク
テ
ィ
ブ
ユ
ー
ザ
ー
数

は
世
界
で
約
５
億
人
、
ド
ラ
イ
バ

ー
数
は
１
５
０
０
万
人
。
１
日
当

た
り
の
取
引
件
数
は
４
１
０
０
万

件
、
全
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
取

引
総
額
は
３
４
１
０
億
元
（
約
５

兆
８
６
０
０
億
円
）
だ
っ
た
。

（
中
国
＝
Ｎ
Ｎ
Ａ
）

滴
滴
が
Ｎ
Ｙ
上
場

44
億
米
㌦
調
達

中

国

配
車
サ
ー
ビ
ス
「
滴
滴
出
行
」

を
運
営
す
る
北
京
小
桔
科
技
（
北

京
市
）
は
６
月
30
日
、
米
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
証
券
取
引
所
に
上
場
し

た
。
当
初
予
定
を
10
％
上
回
る
３

億
１
７
０
０
万
米
国
預
託
株
式

（
Ａ
Ｄ
Ｓ
）
を
発
行
し
、
44
億
米

㌦
（
約
４
９
０
０
億
円
）
を
調
達

し
た
。
中
国
企
業
の
米
上
場
で

は
、
２
０
１
４
年
の
中
国
電
子
商

取
引
（
Ｅ
Ｃ
）
最
大
手
、
阿
里
巴

巴
集
団
（
ア
リ
バ
バ
グ
ル
ー
プ
）

の
Ｎ
Ｙ
上
場
に
次
ぐ
規
模
の
大
型

上
場
と
な
っ
た
。

ネ
ッ
ト
メ
デ
ィ
ア
の
澎
湃
新
聞

な
ど
が
伝
え
た
。
初
値
は
公
開
価

格
の
14
米
㌦
を
18
・
９
％
上
回
る

16
・
65
米
㌦
を
付
け
た
。
初
日
の

輪
車
の
展
示
販
売
会
「
Ｉ
Ｉ
Ｍ
Ｓ

モ
ト
バ
イ
ク
・
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
シ

ョ
ー
」
の
開
催
も
予
定
し
て
い

る
。４

月
に
開
催
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン

と
併
催
の
「
Ｉ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
２
０
２
１
」
で
は
、
11
日
間

の
期
間
中
の
成
約
額
は
、
部
品
な

ど
の
ア
フ
タ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
含

め
て
２
兆

（
約
１
５
３
億
円
）

を
超
え
た
。
実
会
場
の
来
場
者
は

10
万
人
以
上
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の

閲
覧
回
数
は
78
万
４
千
回
だ
っ

た
。（

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
＝
Ｎ
Ｎ
Ａ
）

コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
が
改
善
し
な

い
た
め
、
２
月
に
、
Ｂ
Ｓ
Ｄ
で
の

開
催
を
８
月
12
～
22
日
に
延
期
す

る
と
発
表
し
て
い
た
。

２
月
時
点
で
は
、
９
月
に
東
ジ

ャ
ワ
州
ス
ラ
バ
ヤ
会
場
、
10
月
上

旬
に
南
ス
ラ
ウ
ェ
シ
州
マ
カ
ッ
サ

ル
、
10
月
下
旬
に
北
ス
マ
ト
ラ
州

メ
ダ
ン
で
順
次
開
催
を
予
定
し
て

い
た
が
、
現
時
点
で
は
Ｂ
Ｓ
Ｄ
会

場
以
外
の
日
程
に
つ
い
て
は
明
ら

か
に
し
て
い
な
い
。

■
イ
ベ
ン
ト
会
社
は
３
都
市
で

開
催一

方
、
イ
ベ
ン
ト
会
社
デ
ィ
ア

ン
ド
ラ
・
プ
ロ
モ
シ
ン
ド
が
主
催

す
る
自
動
車
展
示
・
販
売
会
「
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
国
際
モ
ー
タ
ー
シ
ョ

ー
（
Ｉ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
）
」
は
、
４
月
の

ジ
ャ
カ
ル
タ
に
続
き
、
９
月
下
旬

か
ら
12
月
上
旬
に
か
け
て
地
方
３

都
市
で
開
催
さ
れ
る
予
定
。
デ
ィ

ア
ン
ド
ラ
が
１
日
、
開
催
日
程
を

発
表
し
た
。

中
ジ
ャ
ワ
州
ス
マ
ラ
ン
で
は
９

月
23
日
～
10
月
３
日
に
、
ス
ラ
バ

ヤ
で
は
11
月
３
～
７
日
に
、
マ
カ

ッ
サ
ル
で
は
12
月
１
～
５
日
に
、

そ
れ
ぞ
れ
開
催
す
る
。
ス
マ
ラ
ン

と
周
辺
の
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
や

中
ジ
ャ
ワ
州
ソ
ロ
か
ら
も
来
場
を

見
込
む
ス
マ
ラ
ン
会
場
で
の
開
催

は
初
め
て
。

こ
の
ほ
か
関
連
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
９
月
18
～
19
日
に
ジ
ャ
カ
ル

タ
で
モ
ト
ク
ロ
ス
の
選
手
権
、
10

月
29
～
31
日
に
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
二

イ
ン
ド
ネ

シ
ア
自
動
車

製
造
業
者
協

会
（
ガ
イ
キ

ン
ド
）
は
２

日
、
８
月
に

首
都
ジ
ャ
カ

ル
タ
郊
外
で

予
定
し
て
い

た
国
内
最
大

規
模
の
自
動

車
展
示
販
売

会
「
ガ
イ
キ

ン
ド
・
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
国

際
オ
ー
ト
シ

ョ
ー
（
Ｇ
Ｉ

Ｉ
Ａ
Ｓ
）
」

の
開
催
を
９

月
９
～
19
日

に
延
期
す
る

と
発
表
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
を
受
け
た
措
置

で
、
延
期
は
２
度
目
。

９
月
に
バ
ン
テ
ン
州
タ
ン
ゲ
ラ

ン
の
ブ
ミ
・
セ
ル
ポ
ン
・
ダ
マ
イ

（
Ｂ
Ｓ
Ｄ
）
に
あ
る
国
際
展
示
場

「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
コ
ン
ベ
ン
シ

ョ
ン
・
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
（
Ｉ
Ｃ

Ｅ
）
」
で
開
催
。
オ
ン
ラ
イ
ン
形

式
で
も
開
催
す
る
。

ガ
イ
キ
ン
ド
の
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ナ

ン
ゴ
イ
会
長
は
声
明
で
「
す
べ
て

の
関
係
者
の
安
全
と
安
心
を
守
る

こ
と
を
最
優
先
に
考
え
、
延
期
を

決
め
た
。
開
催
時
に
は
最
大
限
の

感
染
対
策
を
講
じ
る
」
と
説
明
し

た
。ガ

イ
キ
ン
ド
は
昨
年
、
新
型
コ

ロ
ナ
の
影
響
で
Ｇ
Ｉ
Ｉ
Ａ
Ｓ
の
開

催
を
中
止
。
今
年
は
当
初
、
３
月

に
開
催
す
る
予
定
だ
っ
た
。
新
型

５
日
付
１
面
「
ト
ヨ
タ
系

大
手
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
、
脱
炭

素
前
倒
し
に
動
く
」
の
図
表
中
、
豊
田
自

動
織
機
の
２
０
２
５
年
度
目
標
は
30
年
度

の
誤
り
で
し
た
。

◇

５
日
付
３
面
「
富
士
キ
メ
ラ
総
研

Ｅ

Ｃ
Ｕ
世
界
市
場
調
査
」
の
表
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。
正
し
い
表
を
再
掲
載
し
ま

す
。

の電動車を販売しました。
21年には「ｉＸ」や「ｉ
４」の生産開始を予定し、
23年までに25種類の電動車
投入を計画します。そのう
ち半数以上がＥＶです。

また、トヨタ自動車と提
携して、スポーツカーのＢ
ＭＷ「Ｚ４」とトヨタ「Ｇ
Ｒスープラ」を共同開発し
ました。また、トヨタとは
燃料電池車（ＦＣＶ）の開
発でも協力しています。

日本の輸入車市場では新
車販売で常に上位を維持し
ており、同じ独のメルセデ
ス・ベンツやフォルクスワ
ーゲン（ＶＷ）と並び日本
人に馴染み深いブランドと
なっています。特にミニは
モデル別販売台数で16年か
ら20年に５年連続で首位に
なりました。日本向けモデ
ルでも自動運転技術の導入
に力を入れており、19年に
は高速道路での「ハンズ・
オフ機能付き渋滞運転支援
機能」を搭載した車両を国
内メーカーに先駆けて発売
しました。

ＢＭＷは独ミュンヘンに
本社を置く自動車メーカー
で、プレミアムセグメント
の一角を占めています。社
名は「バイエリッシェ・モ
トーレン・ヴェルケ」の略
称で、日本語では「バイエ
ルン発動機製造所」などと
訳すことができます。

同社は1900年代初頭に航
空機エンジンのメーカーと
して創業しました。その後
は買収などを通じて二輪
車、四輪車の開発・生産に
業容を拡大しました。

車両ラインアップには
「３」「５」「７」などの
数字やアルファベットをシ
リーズ名に冠しています。
アルファベットでは「Ｘ」
がＳＵＶ、「Ｚ」がスポー
ツカー、「Ｍ」が高性能ス
ポーツモデル、「ｉ」が電
気自動車（ＥＶ）を示しま
す。

高級車の「ロールス・ロ
イス」とプレミアムコンパ
クト車の「ＭＩＮＩ（ミ
ニ）」という英国ブランド
を傘下に収めます。2020年
の新車販売はグループ合計
で約232万台でした。

開発では多くの自動車メ
ーカーと同様に二酸化炭素
の排出削減に向け車両の電
動化に舵を切りました、20
年はミニのＥＶや「ｉＸ
３」の投入などで約20万台



政 府

新
た
な
排
出
量
取
引
提
案

軽
貨
物
車
で
運
送
事
業
参
入

Ｄ
＆
Ｄ
マ
ネ

ー
ジ
メ
ン
ト

小
口
配
送
に
商
機

路線バス

運
休
や
経
路
変
更
相
次
ぐ

大
雨
で
熱
海
や
神
奈
川
県
内
な
ど

ＢＭＷ「７」シリーズ

土石流で甚大な被害が発生した熱海市内

政
府
が
目
指
す
２
０
５
０
年
の
温
室
効
果
ガ
ス
実
質
ゼ
ロ
化
に

向
け
た
「
成
長
に
資
す
る
カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
（
Ｃ
Ｐ
）
」

の
議
論
が
深
ま
っ
て
き
た
。
経
済
産
業
省
お
よ
び
環
境
省
の
会
議

体
が
、
そ
れ
ぞ
れ
「
中
間
整
理
」
に
向
け
た
骨
子
案
と
素
案
を
提

示
。
さ
ら
に
、
経
産
省
は
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
取
引
の
活
発

化
を
ね
ら
い
「
カ
ー
ボ
ン
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
市
場
」
の
新
設
を
提
案

し
た
。
国
内
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
で
は
、
運
輸
部
門
が
約

２
割
の
ウ
ェ
ー
ト
を
占
め
て
い
る
。
政
府
目
標
達
成
に
は
、
従
来

を
上
回
る
取
り
組
み
が
必
須
と
さ
れ
る
自
動
車
産
業
に
と
っ
て
、

排
出
量
を
積
極
的
に
取
引
で
き
る
市
場
新
設
は
メ
リ
ッ
ト
が
高
そ

う
だ
。

インドネシア国内最大の自動車展

９月に開催を再延期

軽
貨
物
車
に
よ
る
受
託
配
送
に
参

入

温室効果ガスの排出量取引を活
発化して脱炭素化を支援

（第三種郵便物認可）2 0 2 1年(令和3年)7月6日(火曜日) (２)


